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３月行事予定 

的な探究の時

   
石川県立穴水高等学校 

令和８年３月９日発行 

 

令和７年度第１2号 

第77回卒業証書授与式 

 

 

２月18日（水）、１年生美術選択者が華道と茶道を体験しました。３月３日（火）に行われ 

る卒業式に向けて、玄関に飾るお花を生ける練習をしました。草月流の講師の先生２人をお招 

きしてお花の生け方について教えていただきました。 

お花を生けた後は教室内で茶花と掛け軸を飾り茶室に見立て、作法に 

のっとりお茶をいただきました。お茶のいただき方やお茶碗の拝見の仕方、 

感謝をもっていただくことの大切さなどについて話して下さり、生徒たち 

は日本の伝統文化について学ぶ良い機会となりました。 

 

華道・茶道体験(１年美術選択者) 

 
2月 17日（火）、「総合的な探究の時間」の振り返りと対話の会が行われました。 
探究の活動グループを解体し、学年にとらわれずランダムな班を作り、その中で一人一人が自分のグループが取り組んできた 

こと、反省点や今後の活動について話し、グループ内で感想を述べたり助言をもらったりしました。同じような課題でつまずいてい
ることに対して意見を出し合うことでヒントを見出したり、様々な探究グループの生徒たちと話し合うことで自分たちの取り組みは何
のためにやっているのかについて深く考察したりと、学年やグループを超えて有意義な意見交換をすることができました。 
探究アドバイザーの方から「振り返りは探究活動で最も大切な部分です。何かを思い描き、それを現実に移すことは実はとても 

難しいことです。実現できない理由を『人・物・金』のせいにしていると永遠に何もできません。どうすればできるのか、考えてほし
い。できないことをどうすれば実現できるのか。それが成長するということであり、皆さんの掲げる地域の活性化は一人一人が成
長することでしか成し遂げられないと思います。今日の 
ような場をもっと持ち、意見交換を重ね、新たな気付き 
を得てください。今日はとても良い討論会でした。今後の 
皆さんの頑張りに期待します。」と講評をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

探究振り返り・対話の会 

１(日) 英語検定２次③

２(月)
身だしなみ指導⑧、表彰式・記念品贈呈式、同窓会入会式

卒業式予行

３(火) 第77回卒業証書授与式

４(水) SC高 来校日(10:00～)

６(金)
アントレプレナー発表会・交流会(ラピア鹿島）

岩手県立大槌高校とのオンライン交流会②(１年）

８(日) 国公立大学中期日程試験開始

10(火) 学力検査（～11日）

12(木) 国公立大学後期日程試験開始

18(水) 合格発表（正午）、簡易提供開始、教科書販売(新３年）

19(木) 春季球技大会、学力検査追検査(午前)、教科書販売(新２年)

20(金祝) マイプロジェクトアワードin東京(～3/22 １年）

23 (月) 予備入学(午後)、教科書販売(新１年)

24 (火) ３学期終業式、離任式

25 (水) 学年末休業(～3/31)、１・２年通知表送付

27 (金) 定時退校日

３月３日（火）、本校体育館にて第77回卒業証書授与式が行われました。 
昨年度は地震により使用できなかったステージ側壁面の改修が終了し、体育館全面が使用可能となりました。来賓に
は吉村光輝穴水町長、大間順子穴水町教育長、幽経一郎同窓会会長、関奉義 PTA 会長をお招きし、在校生と保護者
の方々が揃う中、本校の学び舎より卒業生 28名を送り出すことができました。 
島崎康一校長は、卒業生が高校１年時の冬に発災した能登半島地震に触れ、困難に負けずこれまで過ごしてきた生

徒達をねぎらいました。そして３年前の入学式に島崎校長自身が贈った「幸せはいつも自分の心が決める」という相
田みつをさんの言葉を再び紹介しました。「卒業後の皆さんには、楽しいこと辛いこと、今まで以上に色々なことが
待ち受けています。進学先や就職先で、自分の思うように物事が進まないことがあるかもしれません。そんなときは
「ああこれは自分を成長させてくれるためなんだ」と考えてみてください。今の苦労を乗り越えれば、その先にはも
っともっと成長した自分がいると信じて頑張ってみてください。今の自分に与えられた環境をどうとらえるかは自分
自身の心次第で変わります。「幸せはいつも自分の心が決める」のです。これからのみなさんには無限の可能性があ
ります。ぜひ、それぞれの夢をもってこれからの人生を歩んで行って下さい。私たちはいつまでもみなさんを応援し
ています。」と式辞を述べました。 
在校生を代表して関晴斗さんが送辞を、卒業生を代表して橋本智徳さんが答辞を述べました。橋本さんは高校１年

時に起こった能登半島地震について振り返り、あのような甚大な被害を被ったにもかかわらず自分たちの高校生活を
復活させるために様々な人々が骨を折ってくれたことに感謝の言葉を述べました。そして、「高校での授業は復活し
たけれどできないことばかりでストレスがマックスだった自分たちに、校長先生がかけてくれた言葉『できない理由
を探すのではなくどうしたらできるかを考えるといい』という言葉が強く刺さりました。その言葉を胸に刻み、前に
進むのだという気持ちを強く持つことができました。コロナの時も地震の時も辛い時はお互いに励まし合って頑張っ
てきた友達、どんな時も支えてくれた家族、陽だまりのような温かい場所で高校３年間を過ごすことができ本当に感
謝しています。それも今日で終わりです。私たちはこの後、それぞれの場所で新しい桜を観るでしょう。今まで本当
にありがとうございました。震災を乗り越え穴水高校に栄光あれと卒業生一同願っています。」と力強く語りました。 

 

在校生が描いた黒板アート 

「龍屋」さんより衣料品寄贈 

「草月会」さんと１年美術生徒の華道作品 

卒業生より清掃用ロッカー寄贈 

ベーカリーH＆M  
さんよりラスクの
プレゼント！ 

おめでとう♡


